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編集方針

統合報告書 2024 の発行にあたって

当社グループの統合報告書は、当社グループの幅広い事業領域・事業活動や成長戦略、価値創造ストーリーを株主・

投資家をはじめとする幅広いステークホルダーの皆様にご理解いただくために発行しております。今回３冊目となる

本統合報告書が、直近の当社グループに対するご理解の一助になれば幸いです。今後も当社グループを分かりやすく

お伝えするコミュニケーションツールとして進化させてまいります。

なお、当社 WEB サイトでは、会社概要や商品・サービス、各グループ会社のホームページリンク等をご紹介して

おります。あわせてご覧ください。

https://www.astena-hd.com/

報告対象範囲等

本統合報告書に関するお問合せ

本統合報告書中における略称

アステナホールディングス
経営企画部

お問合せフォーム：

表紙について 見通しに関する注意事項

対象期間
2022 年 12 月 1 日～ 2023 年 11 月 30 日

（注）一部 2023 年 12 月以降の内容を含みます。
対象組織
アステナホールディングスおよび事業会社
記載金額
本統合報告書中、記載金額は表示単位未満を切り捨て、
記載比率は表示桁数未満を四捨五入して、それぞれ表示
しております。

https://www.astena-hd.com/contact/contact2.html

2024 年７月発刊
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統合報告書２０２4

表紙デザインは、「グループシナジーの発揮」をイメージしてお

ります。全事業のカラーがグラデーションのように溶け込み、新社

長に舵取りを変更したことで、より一層グループ一丸となって進む

道しるべとなる明るい光を映し出しております。

本統合報告書に記載されているデータや将来予測は、本統合報告書の発表日現在において入手可能な情報に基づく

もので、種々の要因により影響を受けることがありますので、実際の業績は見通しと異なる可能性があります。

従って、これらの将来予測に関する記述に全面的に依拠することは差し控えるようお願いいたします。また、当社

は新しい情報、将来の出来事等に基づきこれらの将来予測を更新する義務を負うものではありません。

アステナホールディングスの各報告書・開示情報の位置づけ

財務情報 ESG 情報

2024 年７月発刊

“  Diversify   for   Tomorrow.  ”
Astena Holdings Co., Ltd.
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統合報告書２０２4

統合報告書

価値創造プロセスや中長期的な経営方針、事業戦略、

財務・非財務情報を株主・投資家をはじめとする幅広

いステークホルダーに向けて伝えることを目的として

おります。

ウェブサイト
投資家情報

株主・投資家の皆様向けに財務・非財務情報

を纏めております。

・決算短信　

・決算説明会

・有価証券報告書

・Factbook

・株主総会

ウェブサイト
サステナビリティ

サステナビリティ方針や ESG 情報、健康経

営について掲載しております。

コーポレート・ガバナンス

コーポレート・ガバナンス報告書および取締

役会の実効性評価を掲載しております。

有価証券報告書

https://www.astena-hd.com/ir.html#ir02

https://www.astena-hd.com/ir/ir_securities.
html

https://www.astena-hd.com/sustainability.html

https://www.astena-hd.com/sustainability/
governance.html

略称 意味

当社 アステナホールディングス

当社グループ アステナグループ

FC ファインケミカル

FC 事業 ファインケミカル事業

のと SDGs ファンド 奥能登 SDGs 投資事業有限責任組合

TUAT ファンド TUAT １号投資事業有限責任組合
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　当社グループは「誠実・信用・貢献」を基本的理念として「お取引様を最優先に思う心を常に忘れない会社」
を目指し、提供する商品・サービスを通じてお取引様と共存共栄することで株主様の利益拡大に寄与するとと
もに、社会その他すべてのステークホルダーへの責任を果たし続けることを経営の基本方針としております。

Safety and Health  +  Environment  +  Ethics and GoodwillCORE VALUES

アステナグループの共通の価値観は、安全と健康の保証、環境の保全と改善、法の順守と個人を尊重
し、常に社会の良いメンバーとなるよう努めることです。

Integrity, Confidence, Contribution, Change, CooperationSPIRIT

アステナグループの SPIRIT は、私たちは何を基準にして、どのように行動していくのかと
　いう問いに答えるものです。私たちの MISSION を体現するため「誠実」「信用」 「貢献」 「変
　　革」 「連携」を社員が共有・実践すべき行動指針としております。

誠実
Integrity

信用
Confidence

貢献
Contribution

Keep being the most trusted by multi-stakeholdersMISSION

アステナグループの果たすべき役割は、全てのステークホルダーに最も信頼される存在であり続ける
ことです。
私たちが提供する商品・サービスを通じて、お取引先様と共存共栄することで株主様の利益拡大に寄
与するとともに、地域社会、社員その他すべてのステークホルダーへの責任を果たし続けることを経
営の基本方針としております。

アステナグループの将来のありたい姿は、SDGs の実現を担うイノベーターとなることです。
持続可能な社会の実現のために、解決すべき様々な課題に関して、アステナグループならではの経験
と強みを活かして積極果敢に取り組んでまいります。

VISION Become an innovator to achieve SDGs

企業理念
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これまでの歩み

岩城市太郎商店　薬種問屋として創業

創業者
岩城市太郎（明治23年～昭和37年） 

1948年
岩城製薬所を「岩城製薬株式会社」に改称
岩城市太郎　社長就任

1933年
岩城製薬所  蒲田工場設立

1963年
「イワキ株式会社」へ改称

東京証券取引所  第二部へ上場
化粧品原料取扱開始

1975年
本社　組織再編により原料薬品部、化成品部、食品部発足

1950年
輸入医薬品原料取扱開始

1951年
化学品取扱開始

1959年
食品原料取扱開始

1941年
法人組織として「株式会社岩城商店」に改称

1914 創立
1960

1950

1970

1980

1990

2000

2010

2020

1971年
岩城製薬　静岡工場竣工

1981年
機能性食品取扱開始

2000年
アプロス設立
化粧品製造販売開始

2011年
メルテックス  グループ会社化

2012年
メルテックスアジアタイランド設立
海外生産開始

2014年
創業 100周年

2017年
岩城修　会長就任
岩城慶太郎　社長就任

2020年
スペラファーマ、岩城製薬佐倉工場、マルマン H&B グループ会社化
スペラネクサス設立

2021年
旧イワキを「アステナホールディングス株式会社」へ商号変更、持株会社化
本社機能一部を石川県珠洲市移転
イワキ総合研究所を「アステナミネルヴァ株式会社」へ商号変更
JITSUBO グループ会社化
アステナハートフル設立
のと SDGs ファンド設立

2024
瀬戸口智　社長就任

2023年
AM トレーディング設立
TUAT ファンド設立

2022年
東京証券取引所　プライム市場へ移行
イシカワズカン  グループ会社化
アインズラボ  グループ会社化

1989年
イワキ　本社ビル竣工

1994年
岩城謙太郎　会長就任
岩城修　社長就任

2005年
東京証券取引所  第一部指定

1986年
ジャパンメタルフィニッシングを

「メルテックス株式会社」へ改称

1962年
岩城謙太郎  社長就任

創業 50 周年記念祝賀会

現在の静岡工場

創業 100 周年感謝の会

社長就任披露パーティ

現在の本社ビル

左：岩城謙太郎　右：岩城修

２代目社長　岩城謙太郎

当時の岩城製薬蒲田工場にて

当社グループは、「誠実・信用・貢献」という基本的理念のもと、仕入先様とお客様をマッチングさせ

るビジネスを 100 年間展開してまいりました。次の 100 年、次の世紀に向けて、新たな「誠実 ・ 信用 ・ 貢献」

を築くことで多様化するステークホルダーに対応し、再成長に向けたギアを入れ直します。
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一目で分かるアステナグループ

アステナハートフル
9人

アステナホールディングス
93人

FC
429人

ソーシャルインパクト
15人

化学品
346人

医薬
288人

HBC・食品
224人

1,404人

Diversify for Tomorrow.

グループ従業員数

アステナグループはお陰様で を迎えました。110周年

売上構成比

519億円

FC
30.9%

27.0%
HBC･食品

16.5%
化学品

25.5%
医薬

ソーシャルインパクト
0.0%
0.1億円

160.5億円

140.5億円

132.5億円

85.9億円

医療用医薬品

ヘルスケア
商品

医療機関
専売化粧品

グループ連結

一般用医薬品

めっき薬品

製造装置

有機米

25社
連結子会社

31拠点
日本 海外

7拠点

設立

1914年

医薬品原料

錠剤

注射剤

食品原料

化粧品原料

化粧品

生活雑貨

医療機器

健康食品機能性食品原料

ウエハ

日本酒

ハーブティー

主な商品・製品群
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